
採用について

●農業施策のための企画立案・施策の普及

●農政局本局、国営事業(務)所、支局における庶務一般、人事、会計、福利厚生に
関する事務

●農畜産物の生産振興及び食品産業の振興のための指導･助成と新技術の普及

●主要食糧の管理及び備蓄に関する事務

●農畜産物の生産･流通過程における安全確保に関する指導

●輸出証明関係業務、GFPグローバル産地づくり推進に関する事務

●国営土地改良事業の工事のための用地買収、補償や財産管理に関する事務

●農林水産統計の作成･提供に関する事務

≪行政系、農業技術系の場合≫

●農業農村整備事業に係る調査及び計画、工事の積算･設計、
監督・検査

●県や市町村、団体が実施する農業農村整備･災害復旧事業に
対する助成・指導

●農業農村整備事業に関する技術・積算基準の作成、技術資料
の収集

●水管理等のICT化の推進

≪農業土木系、調査計画系の場合≫
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農林水産省では、以下の系統に分かれて採用活動を行っ
ています。

※国家公務員中途採用者選考試験（就職氷河期世代）を含む

【過去の採用実績】

【系統ごとの主な業務内容】
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デジタル・電気・電子
調査計画系



ワーク・ライフ・バランス

休暇制度 年次休暇：1年に20日付与
特別休暇：夏季、結婚、出産、忌引、ボランティア等

勤務時間 ８時３０分～１７時１５分 （休憩 １２時～１３時）

勤務制度 早出遅出勤務（1日の勤務時間を変えずに始業時間を
日ごとに設定可能）、フレックスタイム制、テレワーク可能

基本給 196,200円～ （一般職大卒程度の場合＝1級25号俸）

福利厚生 ・各県に公務員宿舎あり（有料）

・健康診断、特定健康診査、特定保健指導の実施

・人間ドックの受診助成

・共済組合・厚生年金加入

・その他共済組合提携の各種サービス、団体割引等あり

・引越費用支給あり

手当 住居手当、通勤手当、超過勤務手当、扶養手当
期末手当・勤勉手当（ボーナス年2回、6月・12月）等

育児休業 子が３歳まで取得可能

育児時間 勤務時間の始め又は終わりに30分単位（最大２時間まで）の休暇

育児参加休暇 配偶者の産前から出産日以後1年の期間に５日の休暇

子の看護休暇 子が未就学まで、1年に５日の休暇

介護休暇 家族１人につき６ヶ月間の日又は時間単位（最大４時間まで）の休暇

介護時間 家族１人につき３年間の30分単位（最大２時間まで）の休暇

短期介護休暇 勤務時間の前後に通院の付き添いや介護サービスの手続きで、
１年に５日の休暇

平均残業時間（１ヶ月当たり）

【数字で見る中国四国農政局】

年次休暇の平均取得日数

15.2日 11.0時間

【職場環境】
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（％）
男性職員育児休業取得率

政府目標値30%（R7末）

出典：国家公務員の育児休業等の取得状況のフォローアップ
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